
 

Ⅰ 趣旨 

 

 現代社会において、子どもたちの体力低下や運動習慣の二

極化、また、スクリーンタイムの増大に伴う生活習慣の乱れ

は喫緊の課題である。一方で、学校現場では、子どもたちが

基礎的な身体能力を身に付け、豊かなスポーツライフを実現

するための資質・能力を育むことが期待されている中、学校

教育を取り巻く環境の変化に伴い、教職員の業務改善や教育

課程の精選も強く求められている。 

 こうした現状を踏まえ、本研究では、校長が「豊かなスポ

ーツライフの実現」を学校経営の重点項目に位置付け、持続

可能な教育活動を推進するためのリーダーシップの在り方

を追求する。 

特に、教職員が過度な負担感を持つことなく、自発的に授

業改善や環境改善に取り組める組織文化の醸成、及び地域資

源を「宝」として捉え、学校・家庭・地域が一体となって子

どもたちを育む協働体制の構築に着目し、校長が果たすべき

指導性を明らかにする。 

 

II 研究の概要 

 

１ 研究のねらい 

 子どもが生涯にわたり豊かなスポーツライフを実現する

ための資質・能力を育むことを目指し、校長がいかにして「組

織文化の醸成」と「協働体制の構築」を主導すべきか、その

リーダーシップの在り方を究明する。 

 

２ 研究の内容 

（１）研究の視点 

 【視点１】持続可能な教育活動を推進するための校内組織

の刷新とカリキュラム・マネジメント 

 【視点２】地域資源を「宝」と捉え、学校・家庭・地域が

一体となって子どもを育むネットワークの構築 

（２）研究の方法 

 ① 校内推進体制の再構築（体力向上推進委員会の新設、

役割分担） 

 ② 本校の体力向上の施策等をまとめた体力向上カリキ

ュラムの策定と外部専門機関の活用 

 ③ 中学校区「すこやか委員会」や地域行事等との有機的

な連携 

 

３ 具体的取組や実践事例 

（１）組織文化の醸成と持続可能な推進体制 

 ① 校内組織の刷新と「子どもの実態」を大切にした指導 

  ア 実践の概要 

    持続可能な教育活動の推進には、一部の教員の熱意

に依存するのではなく、組織が構造的に機能する体制

が不可欠である。本校では本年度から、運営組織内の

特別委員会として「体力向上推進委員会」を新設する

とともに、研究部において「学力向上」と「体力向上」

の担当を並列に配置し、知・体の調和を学校経営の基

軸として可視化した。 

    具体的な推進にあたっては、県教育委員会事業であ

る「体力向上推進計画」の策定プロセスを改革した。

従前は体育主任一人が担っていた分析・立案作業を、

事務運営と分析企画の担当者に分掌化し、複数の教員

による協働体制を確立した。分析においては、体力テ

ストの結果のみならず、平素の体育授業での子どもの

様子、県教育委員会が実施する「鉄棒」「なわとび」の

実態調査、さらには年度末の子どもアンケート結果な

ど、多角的なデータを精査した。 

    この分析過程を経て、教職員の中から「本校の体力

向上の全体像を一枚の計画に集約したい」という提案

がなされた。これを受け、教科指導、学校行事、児童

会活動、さらにはＰＴＡ活動や中学校区の「すこやか

委員会」の取組等を整理した「体力向上カリキュラム」

を新たに作成した。 【 図１ 体力向上カリキュラム 】 
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  イ 校長の関わり 

    校長としての役割は、まず「健やかな体の育成」を

学校経営の柱として明示し、全教育活動の基盤である

ことを教職員に浸透させることにあった。当初、担当

業務の再編には慎重な意見もあったが、校長自らが

「事務負担の軽減」と「個々の持ち味の尊重」を経営

の優先事項として掲げ、実践することを約束して組織

に安心感を与え、変革への前向きな合意形成を図った。 

    具体的な指導性としては、体力向上推進計画を単な

る計画書に留めず、それに基づいた授業改善を後押し

する「伴走型支援」を大切に積み重ねた。校長自らが

頻繁に体育授業へ足を運び、データ分析から導き出さ

れた「子どもの弱点」を克服するための手立てを教員

とともに検討した。教職員の創意工夫を最大限に価値

付け、「認め・励ます」言葉をかけ続けることで、教員

の自己効力感を高める支援に徹した。 

    また、子どもたちに「生涯を健やかに楽しむための

健康の基盤」を育みたいという思いを折に触れて語り、

理念と実践を繋ぐハブとしての役割を果たした。こう

したボトムアップの提案を全校体制の施策として承

認し、職員会議での周知を丁寧に行うことで、組織と

しての「納得感」を醸成した。 

  ウ 成果 

    組織刷新の最大の成果は、教職員の意識が「やらさ

れ感」から「自発的なやる気」へと変容したことであ

る。一人の担当者が抱え込んでいた課題が「組織の課

題」へと昇華され、職員室では「今年度は支持力の育

成に重点を置くから、休み時間の遊具遊びを工夫しよ

う」といった前向きな提案等が生まれるようになった。 

    教員同士の対話から生まれた「体力向上カリキュラ

ム」は、教員にとっての確かな「地図」となり、これ

まで点在していた各活動が、一つの大きなめざす姿へ

と繋がった。学力向上とともに体力向上を目指す組織

風土が定着してきたことで、体育授業のみならず、学

校生活のあらゆる場面で子どもの健やかな育ちを支

える風土が醸成されてきた。各調査結果等を分析し、

組織的にＰＤＣＡサイクルを回すこの体制は、本校に

おける持続可能な教育活動の土台となった。 

 ② 外部資源の活用と授業改善の推進 

  ア 実践の概要 

    本校は若手教員の割合が高く、体育授業における具

体的な指導技術や、各種運動の特性に応じた指導の系

統性に関する知識・経験の不足が課題である。そこで、

外部資源を、教職員が日々の授業づくりのヒントを学

び、指導力を高めるための拠り所として活用すること

とした。具体的には、県教育委員会の「体力向上学校

訪問」や初任者研修の訪問指導を軸に、研究授業を通

じた指導助言を受ける機会を体力向上カリキュラム

の中に位置付けた。 

    また、市教育研究会の「ジョイナス派遣事業」（専門

指導員派遣事業）を活用し、器械運動（鉄棒・マット

運動）に焦点を当てた実技研修会を校内で実施した。

ここでは、技の習得に向けたスモールステップの作り

方や、技の習得を支えるための補助の在り方、個々の

子どもの課題に応じた即時評価のポイントなど、運動

の特性を捉えた、分かりやすい教え方のヒントを、全

教員が体験的に学ぶ場と

した。外部の高度な専門性

を教員一人一人の確かな

指導力へと繋げていくこ

とで、学校全体の授業の質

を底上げする持続可能な

研修体制を構築した。   【 写真１ 実技研修会 】 

  イ 校長の関わり 

    校長としての指導性は、外部指導の場を「評価の場」

ではなく、若手教員が安心して自身の課題を出し合い、

学び合える「成長の場」として再定義した点にある。

若手教員にとって、外部からの訪問指導は心理的なプ

レッシャーになりやすい。そこで校長は、「授業での試

行錯誤は、自身の大切な成長のチャンスであるととも

に組織全体の学びの場でもある」というメッセージを

発信し続け、心理的安全性の確保に努めた。 

    具体的には、訪問指導の事後研究会で得られた専門

的な助言を、校内全体の体育授業の課題と結びつけて

浸透させたことが挙げられる。職員会議の校長示達に

おいて、例えば、「器械運動における場づくりの工夫は、

単に技能を高めるだけでなく、待ち時間を減らし子ど

も一人一人の運動量を十分に確保するための重要な

手立てである」といったように、本校の体育授業全体

が目指す「活動の充実」という視点に即して、指導助

言の内容を分かりやすく噛み砕いて伝えた。また、ジ

ョイナス事業等の活用を積極的に奨励し、多忙な教員

が外部の知見に触れる機会を優先的に確保できるよ

うに、校内業務の優先順位を整理するなど、教員が学

ぶことに集中できる体制づくりを後押しした。 

  ウ 成果 

外部資源を教員の研修に特化して活用した結果、職

員室では体育の指導法を巡る建設的な対話が増えて

きた。特に経験の浅い教員から「鉄棒運動の授業で、

外部講師に教わった『回転を助ける補助のポイント』

を実践したところ、それまで逆上がりに苦戦していた

子どもの体がふわりと浮き、動きが変わった」といっ

た具体的な手応えが報告されるようになった。指導技

術の向上が子どもの「できた！」という瞬間に直結す

ることを教員が実感したことは、自らの授業改善に対

する大きな自信と意欲へと繋がっている。 

また、こうした成功体験が一部のクラスに留まらず、

校長示達等を通じて全校で共有されたことにより、学

年を超えて指導のポイントを教え合う姿も見られる

ようになった。外部の専門的な知見が、個人の経験か

ら校内の「組織としての学び」へと転換されてきたよ

うに感じている。 

教員の変容は、そのまま子どもの姿にも反映される。

的確な補助や場づくりによって「できなかったことが



できるようになる喜び」を味わった子どもは、運動に

対してより主体的で前向きな姿勢を見せるようにな

った。外部資源を「教員の専門性向上」に活用したこ

のアプローチは、現在の授業の質を底上げするだけで

なく、将来にわたって質の高い教育活動を目指し続け

るための、本校における持続可能な教育活動推進の基

盤として位置付けることができた。 

 

（２）協働体制の構築 

 ① 中学校区「すこやか委員会」を核とした生活習慣・体 

力づくりの推進 

  ア 実践の概要 

子どもの豊かなスポーツライフの在り方は、家庭や

地域における生活習慣と密接に連動している。本校が

属する中学校区では、2008年度（平成 20年度）に学

校医や地域代表者、ＰＴＡ役員、学校管理職、保健主

事、養護教諭等を構成メンバーとする「すこやか委員

会」を発足させて以来、18年間にわたり保・幼・小・

中が連携して生活実態調査を継続してきた。調査項目

は「小一の朝の元気」や「中三の自己肯定感」「スマホ

使用時間の推移」など９項目に及び、子どもたちの育

ちを長期的な視点で定点観測している。昨年度はメデ

ィアの影響や睡眠の質に関する専門的な研修に加え、

本校ＰＴＡが啓発ポスター「すこやか戦隊ネルンジャ

ー」を作成。夜７時から朝７時の間で「８～10時間の

連続睡眠」を推奨し、地域全体で子どもたちの健康を

守る象徴的な取組を展開した。 

この基盤を受け、年３回の「すこやかチャレンジ週

間」に「体力アップ」の項目を新設した。子ども自ら

が目標を設定し、就寝時刻やメディア利用時間と共に

一週間の歩みを記録。学級では腹筋や腕立て伏せなど

の運動メニューの提示を行い、生活リズムの中に運動

を組み込むように、子ども・家庭への働きかけをした。 

  イ 校長の関わり 

校長としての指導性は、長年蓄積された生活習慣の

データを「子どもたちの体力向上を支える根拠」とし

て捉え直し、改善のサイクルを回すための「可視化」

を主導した点にある。これまでは個人の振り返りに留

まっていた結果を、校長の発案により学年ごとの項目

別達成平均値として集計。これを保健だよりで周知す

ることで、子どもや保護者が客観的に実態を把握でき

る体制を整えた。   【 図２ 保健だより抜粋 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、中学校区全体の委員会総会においては、校長

として「質の良い睡眠が翌日の意欲的な運動を支え、

その運動が深い眠りを呼ぶ」という心身の好循環を子

どもの実例をもとに提唱した。そして本校ＰＴＡが主

体となったネルンジャーの活用を全面的に支持し、地

域を繋ぐハブとなって「子どもを真ん中に置いた協働」

を具現化してきた。子どもたちの健康を生涯にわたっ

て支えるという信念を語り続け、各機関の連携を「情

報の共有」から「具体的な変容を目指す実践」へと一

歩前進させた。 

  ウ 成果 

取組の結果、子どもの意識に「健康づくりと運動の

密接な関係」への実感が芽生えた。積極的に運動に取

り組んだ子どもから、すこやかチャレンジ週間のふり

かえりで、「朝スッキリ起きられるようになった」「よ

く動いた日はぐっすり眠れる」といった感想が寄せら

れたことは、スポーツライフの意義を体感した貴重な

成果である。 

また、すこやかチャレンジ週間の達成状況を初めて

数値化・周知したことで、新たな課題も明確になった。

例えば、冬場の寒い時期には「体力アップ」の目標達

成率が顕著に低下するという傾向がデータとして表

れたのである。こうした実態が可視化されたことで、

季節に応じた運動の在り方や、家庭でできる冬場の体

力づくりなど、次年度への具体的な啓発の指針が得ら

れた。ＰＴＡ作成のポスターやチャレンジカードが家

庭での対話を生み、学校と地域が共通言語で育ちを支

える文化が醸成されてきた。中学校区全体で 15 年間

の成長を支えるこの持続可能な体制は、地域社会が一

体となって豊かなスポーツライフの基盤を創出する、

学校と地域を繋ぐ最も象徴的な取組である。 

 ② 地域資源の活用による多様なスポーツライフの創出 

  ア 実践の概要 

    豊かなスポーツライフの基盤づくりには、学校の 

枠を超え、地域に根ざした文化や活動を教育課程と

有機的に結びつけることが不可欠である。本校で

は、コミュニティセンター（公民館）やＰＴＡ、さ

らには保・幼・小・中の連携を「地域資源」と捉

え、多角的な取組を展開した。 

 具体的には、50年以上の歴史を持つ伝統の「おろ

ち踊り」について、毎年、地域指導者を招いて全校指

導を継続しているが、これを体力向上カリキュラムに

位置付けて実施した。音に合わせて体を動かす楽しさ

を各学年で段階的に

経験し、その積み重

ねによって、高学年

ではほぼ全員が踊り

継げるようになって

いる。１０月のパレ

ードでは「今市子ど

もチーム」として踊っ 【 写真２ おろち踊り練習 】                         

たり大蛇を担いだりするなど意欲的に参加する姿が見



られた。また、３年生以上を対象とした「子ども登

山」では、三瓶山への登頂に挑戦。子どもたちは過酷

な道のりに戸惑いながらも、頂上からの景色と達成感

を味わうことで、生涯スポーツとしての登山の魅力を

体感した。さらに、

ＰＴＡ主催のボウリ

ング大会や、保幼小

の「架け橋期プログ

ラム」作成を通じた

体力向上計画の共有

など、発達段階等に

【 写真３ ボウリング大会 】   応じた多様な運動機   

会を地域全体で創出した。 

  イ 校長の関わり 

 単発になりがちな地域行事を「生涯続くスポーツラ

イフの基盤」として捉え直し、学校の教育目標及び活

動と緩やかに結びつけた点にある。伝統のおろち踊り

においては、地域指導者への依頼や調整を丁寧に行う

とともに、自らも子どもの輪に入って踊り、地域文化

を大切にする姿勢を共感的に示した。 

 また、保・幼・小の連携においては、校区の園・所

長・校長会において、本校の体力向上推進計画で明ら

かになった「子どもの強みや弱み」、そして「今後重

点を置きたい取組」を具体的に共有する機会を設け

た。これに基づき、発達段階の接続を意識した「架け

橋期プログラム」の作成に向け、各園・所・校が無理

なく歩調を合わせられるよう対話を重ねた。乳幼児期

から中学校、そして成人後へと続く「運動との関わ

り」の連続性を大切にしながら、地域の資源が子ども

たちの育ちにどう寄り添えるかを共に考え、各団体を

繋ぐ丁寧な調整に努めた。本校の伝統を今の子どもた

ちの健やかな成長に繋げるため、地域と学校が同じ方

向を向いて活動できるよう、環境を整える役割を果た

している。 

  ウ 成果 

 地域資源を計画的に活用した結果、子どもの中に 

「運動を生活の一部として楽しむ心」が少しずつ育ま

れ始めている。登山の後の「しんどかったけれど、景

色が最高だった」という笑顔や、おろち踊りでの地域

の方々との交流は、生涯にわたってスポーツに親しむ

ためのかけがえのない原体験となった。伝統文化が

「郷土への誇り」と「体力の向上」を共に支える、本

校の大切な教育活動の一つとして根付きつつある。 

また、ＰＴＡや公民館との協働が深まったことで、

「子どもを地域全体で見守る」という意識がより身近

なものとなった。ボウリング大会等の親子行事は、家

庭におけるスポーツの話題を増やし、家族で運動を楽

しむきっかけとなっている。さらに、保・幼・小で一

貫して体力向上に取り組む姿勢を共有できたことは、

子どもたちの成長を長いスパンで支えていくための、

着実な一歩となった。地域に開かれ、地域の方々に支

えられたこれらの活動は、変化の激しい時代を生きる

子どもたちの「豊かなスポーツライフ」を支える、大

切な「糧」になっていくものと考えている。 

 

Ⅲ まとめ 

 

１ 研究の成果 

【「組織文化の醸成」に関わること】 

（１）校長が「伴走者」として教員の試行錯誤を肯定し、心

理的安全性を保障し続けたことが、教員の自発的な授業

改善や創意工夫を引き出す鍵となった。指示だけではな

く「価値付け」を中心としたリーダーシップが、組織に

挑戦を促す文化を育むことが実感できた。 

（２）外部資源を教員の「学びの拠り所」として活用し、校

長がその意義や指導内容等を教員へ翻訳して伝えたこと

で、具体的な指導技術等が組織に共有された。多忙な教

員の状況を汲み取りながら、校内研修の場の設定を整理

して支えたことが、教員が主体的に学ぶ意欲をもつこと

につながることを実感した。 

【「協働体制の構築」に関わること】 

（３）長年蓄積された地域データを、校長が「体力向上」と

いう視点で改めて整理し直したことが、家庭や地域の意

識を一つにするきっかけとなった。校長が各団体を繋ぐ

結び目となり、既存の多様な取組に「子どもの健やかな

体づくり」という共通の願いを重ね合わせたことで、そ

れぞれの組織が本来の目的を大切にしながらも、新しい

視点をもって具体的に手を取り合い、一体となって動き

出せることを確認できた。 

（４）地域の伝統行事や事業を「生涯スポーツ」として校長

が価値付けし、学校の目標と緩やかに結びつけたこと

が、地域資源を教育活動の中へよりスムーズに、豊かに

取り入れることにつながった。校長自らが地域と子ども

の輪に入り、共感的に関わることが、地域全体で育ちを

支える一体感の醸成に寄与した。 

２ 今後の課題 

（１）メディア接触時間の増大という生活の現実に、校長が

どう寄り添い、新設した「体力アップ」の取組を家庭と

ともに一歩前へ進めていくか。豊かなスポーツライフを

目指す子どもたちの意識変容を数値化して的確に把握

し、その分析結果を対話の糸口としながら、子どもたち

の心に届くより効果的な啓発と改善の在り方を模索した

い。           【 図３ 意識調査結果例 】 

（２）地域と歩む多様な活動を、校長の個性に依存させず、

次代へ自然に引き継がれる「学校の文化」としていかに

定着させるか。学校と地域が、互いに負担感なく「子ど

もの笑顔」をまん中に置いて手を取り合える、しなやか

で持続可能な協働の仕組みを、丁寧に整えていく考えで

ある。 



添付資料 

【 図 1 体力向上カリキュラム 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 図２ 保健だより抜粋 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 図３ 意識調査結果例 】 

 


